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ま え が き 

 
 男女雇用機会均等法が1985年に制定されて30年以上、1991年の育児休業法制定からは25

年以上、1995年の育児・介護休業法制定からも20年以上が経った。この間に均等政策と両立
支援政策は均等法、育児・介護休業法の改正を行うとともに、次世代育成支援対策推進法の
ような新たな法律を制定してきた。また企業への指導や情報提供を通してその実効性を確保
するように努めてもいる。だが、依然として日本は性別役割の強固な国として有名である。
そのことが経済成長のブレーキになっているという問題提起もされており、経済対策として
も女性活躍は重要課題とされている。女性活躍推進法はそうした背景のもと制定された。 

 当機構においても前身である日本労働研究機構の時代から女性労働に関する研究を蓄積し、
第2期中期計画には出産・育児と就業継続の関係に焦点を当てた研究を実施した。その知見
を踏まえて2012～16年度の第3期中期計画は女性活躍と男性の家族的責任の現状と課題を明
らかにするため、「女性の活躍促進に関する調査研究プロジェクト：女性の継続就業・活躍に
関する研究」と「仕事と生活に関する調査研究：育児・介護と男女の働き方に関する研究」
を実施した。本報告書はその最終とりまとめである。 

 「女性活躍」や「イクメン」「男性介護者」は社会的に高い関心を持たれている。そして、
女性が活躍できる職場をつくるために必要な施策や、男性の育児参加のあり方、介護離職の
防止策を明らかにした研究も数多く見られる。しかし、そもそもの問題として、なぜ企業は
女性活躍に取り組まなければならないのか。男性の育児参加を支援しないといけないのか。
仕事と介護の両立支援についても然りである。意識の高い企業はすでに取り組みを始めてい
るが、いまだに関心を持っていない企業もある。関心を持たない企業がその必要性を認識す
るとしたら、それはいかなる理由だろうか。本報告書の分析結果は、正社員の少数精鋭化を
進める企業が優秀な女性を積極的に採用して管理職に登用していること、しかし転勤や長時
間労働、交替制勤務や日曜勤務が女性活躍と男性の育児参加を阻害していること、介護にお
いては離職者や休業取得者だけでなく通常どおりに勤務する労働者にも目を向け、介護疲労
や健康状態悪化が労働生産性の低下を招いている可能性に注意する必要があることを示唆し
ている。人材の効率活用と生産性の維持・向上はどの企業も関心があることだろう。そのた
めに、女性活躍と男性の両立支援は必要であるといえる。 

 本報告書が、企業、労働組合、関係機関の方々、および研究者等、このテーマに関心のあ
る専門家の方々にご活用いただければ幸いである。 
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